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日
本
山
岳
会
の
１
２
０
周
年
（
２
０
２
５
年
）

記
念
事
業
と
し
て
、
全
国
山
岳
古
道
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
会
員
及
び
支
部
・
同
好

会
に
推
薦
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら

２
０
６
古
道
が
推
薦
さ
れ
、
一
次
選
定
で
は
59
古

道
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
順
次
選
定
さ
れ

調
査
を
実
施
、
２
０
２
５
年
に
日
本
山
岳
会
が
選

ぶ
「
日
本
の
山
岳
古
道
１
２
０
選
（
仮
称
）」
と

し
て
発
表
を
目
指
し
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
は
２
０
２
６
年

（
令
和
８
年
）
に
創
立
80
周
年
を
迎
え
る
。
80
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
越
後
山
岳
古
道
調
査
を
取

り
組
み
「
越
後
の
山
岳
古
道
と
峠
80
選
（
仮
称
）」

と
し
て
「
越
後
山
岳
」
第
14
号
に
ま
と
め
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

　

か
つ
て
越
後
支
部
は
、
創
立
20
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
越
後
の
国
境
踏
査
」
と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
て
い
る
。
こ
の
成
果
は
「
越
後
山
岳
」
第

６
号
（
昭
和
44
年
８
月
発
行
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
序
文
に
は
、
君
健
男
新
潟
県
副
知
事
（
の
ち

に
新
潟
県
知
事
）、
松
方
三
郎
日
本
山
岳
会
会
長
、

斎
藤
平
七
前
新
潟
県
山
岳
協
会
副
会
長
（
日
本
山

岳
会
越
後
支
部
第
二
代
支
部
長
）、
深
田
久
弥
日

本
山
岳
会
常
務
理
事
な
ど
、
重
鎮
が
名
を
連
ね
そ

の
偉
業
を
讃
え
て
い
る
。
藤
島
玄
初
代
支
部
長
の

時
代
で
あ
る
。

　

ひ
と
く
ち
に
県
境
踏
査
と
言
っ
て
も
長
大
な
山

岳
地
帯
で
あ
り
、未
知
の
領
域
も
多
か
っ
た
。「
…

こ
ん
な
途
方
も
な
い
こ
と
を
思
い
つ
く
の
が
、
越

後
衆
の
〝
鈍
〟
な
ら
、
そ
れ
を
本
気
に
な
っ
て
実

行
し
た
の
は
越
後
衆
の
〝
根
〟
だ
ろ
う
。
全
長

６
８
７
㌔
と
言
え
ば
、
東
京
か
ら
岡
山
の
手
前
ま

で
の
距
離
で
あ
る
。
が
、
山
は
距
離
だ
け
で
は
な

い
。
上
り
下
り
が
あ
る
。
そ
れ
も
道
が
あ
れ
ば
い

い
が
、
全
コ
ー
ス
の
５
分
の
４
は
未
踏
の
領
域
だ

と
い
う
…
」
と
深
田
久
弥
氏
は
、
越
後
の
岳
人
を

こ
の
よ
う
に
評
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
時
代
は
流
れ
、
支
部
会
員
の
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
る
。
日
本
山
岳
会
は
会
員
拡
大
を

最
重
点
課
題
と
し
て
活
動
を
展
開
し
、
越
後
支
部

も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
組
織
激
変
の
時
代

で
あ
る
。
ま
た
「
越
後
の
国
境
踏
査
」
を
共
に
取

り
組
ん
だ
新
潟
県
山
岳
協
会
も
同
様
な
状
況
に
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
先
人
の
心
意

気
と
実
行
力
に
学
び
、
全
国
と
越
後
の
山
岳
古
道

調
査
を
組
織
の
総
力
で
取
り
組
み
、
組
織
の
活
性

化
を
図
り
た
い
と
思
う
。
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「
越
後
衆
の
鈍
と
根
」
ふ
た
た
び

   

全
国
と
越
後
の
山
岳
古
道
調
査
に
総
力
を

 

副
支
部
長
・
越
後
山
岳
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
後
藤
　
正
弘

私の一枚
飯豊連峰 遥か彼方
　飯豊連峰の前衛峰である二王子岳
から飯豊の主稜・門内岳へ。45年前、
このコースを辿ったときに、視界不良、
暴風、藪漕ぎととても苦い思いをした
ことが脳裏をよぎったが、2019年５月
３日から５日にかけて敢行した再挑
戦では、終日、快晴に恵まれ、素晴
らしい眺望を楽しむことができ、念
願のリベンジを果たすことができた。
振り向けば、二王子岳からの長い尾
根筋が見え、行く手には遠く二ツ峰
が････。その稜線上のはるかかなた
には門内岳が大きくそびえ、まるで
我々を待っているかのようだった。

� 撮影者　石山 政雄
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峠
シ
リ
ー
ズ

島
の
峠
・
小
佐
渡
の
千ち

は
ら原

越ご
え

�

藤
井�

与
嗣
明

　

佐
渡
の
山
は
、
単
純
に
分
水
嶺
と
な
る
主
稜
線

の
山
を
越
え
る
事
か
ら
、
峠
で
な
く
越
の
名
で
呼

ん
で
い
る
。
そ
れ
は
小
佐
渡
の
山
に
あ
っ
て
も
同

じ
で
、
千
原
越
は
両
津
湾
側
の
河
崎
集
落
千
原
地

区
か
ら
、
前
浜
と
呼
ぶ
越
後
側
の
野
浦
や
東
強こ

わ

清し

水み
ず

、
東
立
島
の
各
集
落
を
結
ぶ
ル
ー
ト
で
、
交
易

や
生
活
物
資
を
運
ぶ
越こ

え
じ路

で
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
越
路
は
米よ

ね
や
ま山
や
古こ
う
が
ら
さ
ん

峰
山
へ
の
信
仰
の
ル
ー
ト

で
も
あ
り
、
平
成
13
年
に
林
道
米
山
線
が
千
原
越

へ
、平
成
26
年
に
は
林
道
小
佐
渡
2
号
線
が
開
通
、

東
端
の
姫
崎
か
ら
主
稜
線
に
沿
っ
て
南
の
経
塚
山

ま
で
連
な
り
、
車
で
容
易
に
行
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
千
原
越
は
平
成
2
年
に
歩
い
て
か
ら
、
今

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
確
認
も
あ
っ

て
こ
の
3
月
19
日
と
24
日
に
歩
い
て
み
ま
し
た
。

製
炭
や
焚
き
木
へ
の
活
用
は
20
年
、
25
年
周
期
で

の
伐
採
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
活
用
が
無
い
事
は

山
に
と
っ
て
風
通
し
も
悪
く
、
不
健
康
な
状
態
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
立
枯
れ
に
よ
る
倒

木
か
ら
ル
ー
ト
を
塞ふ

さ

い
で
、潜く
ぐ

っ
た
り
、ブ
ッ
シ
ュ

を
廻
り
込
ん
だ
り
と
ア
ル
バ
イ
ト
が
激
し
い
。��

こ
の
越
路
に
は
「
地
蔵
菩
薩
」、「
大
日
如
来
」
の

石
仏
や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
石
塔
が
あ
っ
て
興

味
が
持
た
れ
ま
し
た
。「
地
蔵
菩
薩
」
は
、
越
路

を
歩
く
人
の
安
全
を
祈
願
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
古
峰
山
の
近
く
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
石

塔
が
あ
っ
て
、
平
成
2
年
に
は
二
ツ
に
割
れ
て
倒

壊
し
、
そ
の
下
に
縦
に　

　
　
　

右
ハ
米
山
道

　
　
　

左
ハ
野
浦

　
　
　
　

立
嶋
道　

と
刻
ま
れ
た
道
標
が
確
認
で

き
た
。

　

そ
の
石
塔
は
割
れ
た
状
態
で
建
て
ら
れ
て
、

「
陀
」
の
文
字
の
右
側
に
「
明
賢
」
の
文
字
が
苔こ

け

む
し
た
中
に
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
千
原
地
区
の

上
人
堂
の
開
基
と
な
る
西
賢
、
賢
海
上
人
に
つ
な

が
る
「
施
主
あ
る
い
は
願
主
」
と
考
え
た
い
。
越

え
の
「
大
日
如
来
」
は
「
昔
か
ら
牛
を
大
事
に
し
、

息
災
祈
願
の
た
め

に
奉
ら
れ
た
」
も

の
で
あ
り
、
米
山

の
参
道
と
な
る
林

道
沿
い
に
も
「
大

日
如
来
」（
金
剛

界
、
胎
蔵
界
の
）

二
体
が
あ
っ
て
、

米
山
さ
ん
の
「
鍵

取
り
」
を
務
め
た

下
久
知
集
落
田
辺
繁
春
さ
ん
（
１
９
３
７
～
２
０

２
０
）
か
ら
、
昔
は
家
に
も
牛
が
い
て
春
耕
（
田

植
）
を
終
え
る
と
、
秋
の
稲
刈
り
前
ま
で
米
山
近

く
に
放
牧
し
た
と
伺
っ
た
事
が
有
り
ま
し
た
。
ま

た
、
小
佐
渡
の
山
に
は
「
牛
タ
タ
ラ
」、「
馬
タ
タ

ラ
」
の
地
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
牛
馬
の
放
牧
を
言

い
、大
佐
渡
に
比
べ
て
小
佐
渡
の
山
峰
は
小
さ
く
、

そ
の
山
域
も
狭
い
事
か
ら
放
牧
は
過
密
と
な
り
、

踏
み
付
け
や
掘
り
起
こ
し
か
ら
降
雨
に
よ
り
土
砂

は
流
失
、
砂
利
層
の
基
盤
が
露
出
し
て
山
肌
は
ザ

レ
状
の
た
だ
れ
た
「
タ
タ
ラ
現
象
」
か
ら
来
る
も

の
で
、
野
浦
集
落
越
の
お
年
寄
か
ら
は
大お

お

隅ず
み

山や
ま

は

「
芝し

ら

ば
生
場
の
山
、
砂
利
浜
だ
」
と
聞
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　

牛
馬
の
放
牧
を
終
え
山
林
の
利
活
用
も
な
く
、

ル
ー
ト
に
は
境
界
の
確
認
か
立
木
へ
の
ペ
イ
ン
ト

跡
が
残
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、越
の
「
大
日
如
来
」

は
金
剛
界
の
逆ぎ

ゃ
く
ち
け
ん
い
ん

智
拳
印
で
あ
る
。

山
岳
古
道
調
査

�

越
後
山
岳
古
道
プ
ロ
ジェク
ト
リ
ー
ダ
ー

�
�　

後
藤�

正
弘

１　

山
岳
古
道
調
査
全
国
展
開
へ

　

全
国
か
ら
２
０
６
古
道
が
推
薦
さ
れ
、
第
一
次

選
定
で
は
59
古
道
が
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
内
越
後

支
部
関
連
７
古
道
（
資
料
）
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
選
定
が
進
め
ら
れ
「
日
本
の
山
岳
古
道
１
２

０
選
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
だ
。
具
体
的

な
考
え
方
は
下
記
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

⑴
古
道
選
定
の
方
法
と
優
先
順
位

・�

古
道
は
１
２
０
を
一
度
に
決
め
ず
50
～
60
を

決
め
る
。　

・�

団
体
や
個
人
か
ら
複
数
の
推
薦
が
あ
っ
た
古

道
は
そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
。

・�

選
定
条
件
は
、
当
初
の
条
件
に
と
ら
わ
れ
ず

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
考
え
る
。

・�

文
化
庁
の
「
歴
史
の
道
」
に
選
ば
れ
て
い
る

古
道
も
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。

・�

実
際
に
調
査
で
き
な
い
場
所
も
成
果
物
に
何

ら
か
の
形
で
載
せ
た
い
。

⑵�

古
道
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・�

４
月
末
ま
で
に
第
一
次
の
50
～
60
の
古
道
を

選
定
、
各
支
部
に
１
箇
所
毎
に
調
査
依
頼
す

る
。

・�

５
月
く
ら
い
に
リ
モ
ー
ト
で
本
部
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
Ｐ
Ｔ
）
と
支
部
担
当
者

で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
調
査
方
法
を
決
め

る
。

・�

５
月
～
６
月
頃
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
テ
ン
プ
レ
ー
ト
公
開
す
る
。

千原越のルートとなる古峰山近くに
は「南無阿彌陀仏」の割れた石塔、
その下には道標
 （平成２年（1990）４月30日）

千原越の大日如来（平成２年（1990）４月30日）
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⑶
実
施
調
査
と
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

・�

各
支
部
と
も
１
つ
の
古
道
に
つ
い
て
、

１
回
目
調
査
が
終
了
し
て
か
ら
次
の
古

道
調
査
を
依
頼
す
る
よ
う
に
進
め
た

い
。
各
支
部
の
意
向
に
よ
り
同
時
調
査

も
あ
る
。

・�

再
調
査
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
、
調
査

を
何
度
で
も
行
う
。

・�

時
代
に
よ
り
古
道
ル
ー
ト
が
複
数
あ
る

場
合
、
最
も
利
用
さ
れ
た
ル
ー
ト
、
有

名
な
ル
ー
ト
を
重
視
。

・�

５
月
～
６
月
頃
に
、
リ
モ
ー
ト
で
最
も

適
し
た
調
査
方
法
を
考
え
て
い
く
。

・�

５
月
～
６
月
頃
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
テ
ン
プ
レ
ー
ト

と
し
て
公
開
す
る
。

・�

調
査
結
果
は
本
部
で
整
合
が
と
れ
る
よ

う
調
整
、
ア
レ
ン
ジ
し
て
逐
次
全
支
部

に
公
表
す
る
。

・�

調
査
結
果
や
進
行
状
況
は
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
も
活

用
し
て
い
く
。

⑷
支
部
と
の
連
絡
・
調
整
方
法

・�

支
部
の
な
い
県
の
古
道
は
、
原
則
と
し

て
近
隣
支
部
に
依
頼
す
る
。
で
き
な
い

場
合
は
本
部
Ｐ
Ｔ
で
人
材
を
派
遣
す

る
。

・�

二
つ
の
支
部
に
ま
た
が
る
古
道
は
、
関

係
支
部
と
本
部
Ｐ
Ｔ
で
調
整
す
る
。

２　

越
後
山
岳
古
道
調
査
の
進
め
方

　

全
国
山
岳
古
道
調
査
と
並
行
し
て
、
越
後
支
部

独
自
に
支
部
創
立
80
周
年
事
業
と
し
て
「
越
後
山

岳
古
道
調
査
」
を
実
施
す
る
。

　

上
越
・
中
越
・
下
越
・
佐
渡
地
域
の
す
べ
て
の

古
道
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、「
越
後
山
岳
古
道

調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
要
領
」
を
基
本
に
調
査

を
実
施
す
る
が
、
多
く
の
会
員
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。
興
味
あ
る
山
岳
古
道
や

近
隣
地
域
の
山
岳
古
道
な
ど
、
現
地
調
査

が
無
理
な
ら
文
献
や
机
上
調
査
も
大
歓

迎
、
是
非
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

　

「
越
後
の
山
旅
」（
藤
島
玄
著
）、「
越

後
佐
渡
の
峠
を
歩
く
」（
羽
賀
一
蔵
著
）、

「
嶝
と
う
と
う
げ

峠
」（
森
沢
賢
次
著
）
や
支
部
報
「
峠

シ
リ
ー
ズ
」
に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
多
く
の

会
員
な
ど
、
先
輩
の
皆
様
か
ら
の
助
言
も

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た「
古
道
巡
礼
」（
高

桑
信
一
著
）
や
ロ
ー
カ
ル
情
報
な
ど
も
参

考
に
し
て
、
越
後
ら
し
い
テ
ー
マ
を
探
っ

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、

①�

か
つ
て
利
用
さ
れ
た
山
岳
古
道
は
、
時

代
と
共
に
急
激
に
荒
廃
が
進
ん
で
い

る
。
滅
び
ゆ
く
古
道
を
後
世
に
残
す
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

②�

中
山
間
地
集
落
は
、
過
疎
と
高
齢
化
が

進
み
活
力
が
失
わ
れ
て
い
る
。
少
し
で

も
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。　

③�

山
岳
古
道
調
査
を
実
施
し
、
成
果
物
を

新
た
な
山
の
楽
し
み
方
と
し
て
提
案
す
る
。

④�

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
活
動
を
と
お
し
て
支
部
活
動

の
活
性
化
を
図
る
等
。

年
度

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
7月 11月 3月 7月 11月 3月 7月 11月 3月 7月 11月 3月 7月 11月 3月 7月 11月 3月 7月 11月 3月

山
岳
古
道
１
２
０
選

越
後
古
道
80
選

推薦古道と第１次選定
№ 推薦古道名 都道府県 推薦者 第１次（４月26日）
１ 六左衛門古道 新潟県 新潟県 支部推薦 朝比奈信男
２ 八十里越 福島県 新潟県 支部推薦 井口　光利 〇
３ 会津街道（諏訪峠） 福島県 新潟県 支部推薦 佐久間雅義 〇
４ 米沢街道・十三峠 福島県 新潟県 支部推薦 渡邊　忠治 〇
５ 三山がけ（金北山～檀持山～金剛山） 新潟県 新潟県 支部推薦 藤井与嗣明
６ 桑取道 新潟県 新潟県 個人推薦 松尾　智弘
７ 枝折峠（銀の道） 新潟県 新潟県 個人推薦 吉田　理一 〇
８ 裸山乗越（六十里越） 福島県 新潟県 個人推薦 皆川　陽一 〇
９ 出羽街道 新潟県 山形県 個人推薦 遠山　　實 〇
10 万治峠 新潟県 新潟県 個人推薦 佐久間雅義 〇
11 上州から越後への道（三国峠） 群馬県 新潟県 群馬支部 〇
12 塩の道・千国街道３本の道（小谷村部分） 新潟県 長野県 本部PT パイロット候補 〇

リスト
アップ 決定 調査実施・ホームページ ホームページ制作

日
本
山
岳
会�

�

創
立
120
周
年

書籍制作

【山岳古道調査スケジュール】

リスト
アップ

古道選定
及び準備 調査実施・ホームページ ホームページ

制作

越
後
支
部
創
立

80
周
年「
越
後
山
岳
」

�

晩
餐
会
で
発
刊

「越後山岳」
第14号制作(古道)
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海
の
谷
と
海
の
川
を
繋
ぐ
道

　
　
　
　
　
　
六
左
衛
門
道

�

朝
比
奈�

信
男

　

古
道
に
は
塩
の
道
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
生
活
を
支
え
る
交
易
の
葉
脈
（
支
脈
）
で
あ

り
、
道
を
介
し
て
別
の
側
面
に
利
用
さ
れ
た
と
し

て
も
道
を
作
り
、
維
持
し
よ
う
と
し
た
人
々
の
歴

史
で
あ
る
。
当
時
は
社
会
的
制
約
の
中
に
あ
り
、

人
や
物
資
の
往
来
の
困
難
さ
を
現
代
人
が
想
像
す

る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
何
故
な
ぜ

と
問
い
な
が
ら
、
か
つ
て
の
道
の
痕
跡
を
歩
き
、

ま
た
探
索
す
る
事
に
魅
了
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
一
方
、
古
道
の
も
つ
地
理
的
要
素
も
あ
る
。

六
左
衛
門
道
の
古
道
と
し
て
の
魅
力
に
、
こ
の
地

理
的
要
素
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
が
海
谷
。
古
道

は
、
新
潟
県
の
早
川
地
区
砂
場
か
ら
、〈
越
後
の

上
高
地
〉
と
も
呼
ば
れ
る
通
称
海
谷
を
残
雪
期
に

は
尾
根
を
繋
ぎ
、
ま
た
無
雪
期
に
は
源
頭
ま
で
遡

行
し
、
頸
城
山
塊
の
一
角
を
占
め
る
金
山
～
雨
飾

山
の
稜
線
よ
り
長
野
県
側
の
大
海
川
に
沿
い
、
向

か
っ
た
小
谷
温
泉
ま
で
の
先
人
等
の
足
跡
を
行

く
。
一
見
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
に
も
見
え
る

が
、
昔
は
生
活
道
の
一
部
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
歩

む
者
に
厳
し
い
顔
と
美
し
い
顔
で
海
谷
の
自
然
は

出
迎
え
る
。

　

六
左
衛
門
道
は
園
田
六
左
衛
門
が
１
８
３
９
年

（
天
保
10
年
）
よ
り
23
年
間
、
一
人
砂
場
か
ら
小

谷
温
泉
を
目
指
し
て
切
り
開
い
た
道
で
あ
る
。
翁

が
築
い
た
道
は
生
活
道
と
な
り
、
ま
た
製
炭
業
を

起
こ
し
地
域
に
貢
献
す
る
も
、
や
が
て
時
代
の
推

移
と
と
も
に
道
は
廃
れ
て
い
っ
た
。
岩
の
崩
落
、

地
滑
り
で
埋
ま
っ
た
箇
所
も
あ
る
が
海
谷
に
面
し

た
山
の
斜
面
に
は
、
石
を
敷
い
た
水
平
道
が
ひ
っ

そ
り
と
残
っ
て
い
る
。
こ
の
道
を
ど
れ
位
の
人
が

歩
い
た
の
か
。
た
だ
翁
の
偉
業
を
偲
び
な
が
ら
も

六
左
衛
門
道
か
ら
海
谷
の
存
在
は
切
り
離
せ
な

い
。
翁
本
人
が
海
谷
に
魅
入
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
が
六
左
衛
門
道
の
魅
力
な
の
か
。

八
十
里
越

�

井
口�

光
利

　

治
承
４
年
（
１
１
８
０
年
）
高た
か
く
ら
の
み
や

倉
宮
衣も
ち

仁ひ
と
お
う王

が
会
津
か
ら
越
後
に
逃
れ
た
と
の
伝
説
に
始
ま

る
、
旧
下
田
村
吉
ヶ
平
（
現
三
条
市
）
か
ら
福
島

県
南
会
津
郡
入
叶
津
を
結
ぶ
街
道
で
あ
る
。　
　
　
　
　

　

古
道
（
江
戸
時
代
に
使
用
し
、
幕
末
長
岡
藩
一

行
が
越
え
た
旧
八
十
里
越
）、
中
道
（
明
治
14
年

～
27
年
）、
新
道
（
明
治
28
年
）
と
変
遷
し
、
現

在
は
新
道
の
み
が
残
っ
て
い
る
。

　

八
十
里
越
は
六
十
里
越
と
並
ん
で
、
古
く
か
ら

越
後
と
会
津
を
結
ぶ
生
活
の
道
で
あ
り
、
歴
史
の

道
で
あ
る
。
八
十
里
越
の
名
称
は
、
道
は
難
を
極

め
た
た
め
一
里
を
平
地
の
十
里
に
例
え
た
と
さ
れ

て
お
り
、
峠
越
え
の
道
が
ど
れ
程
険
し
か
っ
た
か

が
窺
が
え
る
。

　

越
後
か
ら
は
塩
・
魚
類
等
を
、
会
津
か
ら
は
繊

維
原
料
・
人
足
等
、
ま
た
文
化
交
流
の
道
と
し
て

明
治
末
期
ま
で
往
来
し
た
。

　

「
八
十
里
、
腰
抜
け
武
士
の
越
す
峠
」
と
、
自

分
の
姿
を
自
嘲
し
た
長
岡
藩
家
老
河
井
継
之
助
。

戊
辰
戦
争
の
折
、
新
政
府
軍
の
戦
い
で
敗
れ
、
負

傷
し
た
継
之
助
は
、
担
架
に
乗
せ
ら
れ
、
木
の
根

峠
（
八
十
里
峠
）
を
越
え
た
史
実
は
今
も
語
り
継

が
れ
て
い
る
。（
距
離
32
㎞･

休
憩
を
含
ま
ず
約

10
時
間
の
行
程
で
あ
る
）

佐
渡
の
山
岳
古
道

　
金き

ん

北ぽ
く

山さ
ん

～
檀だ

ん

特と
く

山さ
ん

～

  

金こ
ん

剛ご
う

山せ
ん

の
三
山
参
り

�

藤
井�

与
嗣
明

　

金
北
山
、
檀
特
山
、
金
剛
山
を
「
佐
渡
三
山
」

と
し
て
、
男
子
三
歳
或
は
五
歳
に
な
る
と
親
は
親

戚
の
人
を
頼
ん
で
子
ど
も
と
一
緒
に
三
山
を
参

る
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
健

す
こ
や
か

な
る
成
長
を
願
い
、

成
人
に
あ
っ
て
は
い
つ
で
も
三
山
参
り
（
或
は
三

山
駆
け
）
が
で
き
た
。

　

「
御お

や
ま山
（
金
北
山
）、
檀
特
山
、
米
山
薬
師
（
金

剛
山
）
三
山
か
け
ま
す
佐
渡
三
宮
」
と
い
わ
れ
、

明
治
44
年
10
月
17
日
付
佐
渡
新
聞
に
「
御
山
檀
特

山
、
米
山
薬
師
か
け
て
う
れ
し
や
佐
渡
参
宮
」
と

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
御
山
（
金
北
山
）、
檀
特
山
、

金
剛
山
へ
の
「
三
山
駆
け
」
の
喜
び
が
唄
わ
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
中
世
の
修
験
道
入に

ゅ
う
ぶ峯
の
名な
ご
り残
と
言

わ
れ
、
近
世
に
入
る
と
民
間
信
仰
と
し
て
島
民
に

広
ま
り
、
昭
和
の
は
じ
め
頃
ま
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
。

　

三
山
参
り
は
吉
野
、
熊
野
、
大
峯
に
な
ら
っ
た

も
の
で
、
三
山
形
式
或
は
三
尊
形
式
と
し
て
熊
野

三
山
が
各
地
に
移
さ
れ
て
き
た
。
昔
は
修
験
の
徒

（
山
伏
）
の
多
く
が
、
熊
野
三
山
へ
修
行
に
行
け

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
佐
渡
の
三
山

駆
け
を
や
る
こ
と
で
、
同
じ
修
行
が
で
き
る
と
の

考
え
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
修
行
に
熊

野
修
験
者
も
佐
渡
へ
こ
ら
れ
、
平
成
19
年
7
月
に

那
智
山
青
岸
渡
寺
の
修
行
僧
が
、
佐
渡
へ
来
ら
れ

た
御
札
が
大
佐
渡
の
山
々
に
置
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

な
お
、
支
那
事
変
（
１
９
３
７
年
）
以
後
中
国

大
陸
に
お
け
る
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
、
佐
渡
山

岳
会
や
連
合
青
年
団
に
よ
る
金
北
山
々
頂
で
の
、

「
武
運
長
久
祈
願
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
お
り
も
三
山
参
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
北
山
は
修
験
に
関
係
が
無
い
と
の
説

を
唱
え
る
人
も
い
ま
す
が
、男
子
七
歳
に
し
て「
初

山
参
り
」
と
称
し
、
そ
の
証
し
と
し
て
ナ
ギ
（
石

楠
花
）
を
手
折
っ
て
持
ち
帰
り
戸
口
に
飾
っ
た
。

戦
後
こ
れ
ら
の
風
習
は
行
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、

ナ
ギ
は
熊
野
の
象
徴
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
三
山
参
り
や
初
山
参
り
（
或
は
初

山
駆
け
）」
は
、
地
区
や
集
落
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
と
言
わ
れ
、
同
ル
ー
ト
は
草
花
が
美
し

い
こ
と
と
共
に
、
幾
万
幾
千
の
島
民
を
生
み
育
ん

で
き
た
山
々
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
残
す
（
知
る
）

こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。

米
沢
街
道
十
三
峠
の
大
里
峠

�

渡
邊�

忠
次

　

下
越
地
域
と
山
形
県
置
賜
地
域
を
結
ぶ
「
米
沢

街
道
」
に
十
三
の
峠
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
十
三
峠
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
１
５
２
１
年
に
県
境
の
大

里
峠
が
開
か
れ
て
か
ら
約
３
６
０
年
に
わ
た
り
軍

事
、
物
流
、
交
易
等
重
要
な
街
道
と
し
て
活
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

英
国
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
や
良

寛
、
原
敬
、
十
返
舎
一
九
、
伊
達
政
宗
、
伊
能
忠

敬
な
ど
多
く
の
著
名
人
が
往
来
し
た
歴
史
が
あ

り
、
現
在
は
新
潟
、
山
形
両
県
で
「
越
後
米
沢
街
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道
・
十
三
峠
交
流
会
」
を
設
立
し
、
峠
の
保
存
や

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
潟
県
側
の
「
大
里
峠
」
は
大
蛇
伝
説
で
有
名

で
す
。

会
津
街
道(
越
後
街
道)

諏
訪
峠

�

佐
久
間�

雅
義

　

会
津
街
道
は
、
新
発
田
か
ら
会
津
若
松
に
至
る

92
㎞
に
及
び
多
く
の
峠
を
経
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
初
期
に
会
津
藩
に
よ
り
整
備
さ

れ
、
新
潟
湊
と
の
商
品
交
易
路
で
あ
り
又
参
勤
交

代
の
殿
様
街
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。
最
大
の
難
所

が
諏
訪
峠
（
５
１
６
ｍ
）
で
寛
文
年
間
（
１
６
６

１
～
１
６
７
３
）
に
石
畳
の
道
に
改
修
さ
れ
ま
し

た
。
後
に
十
返
舎
一
九
、
吉
田
松
陰
、
山
県
有
朋

な
ど
の
歴
史
上
の
人
物
が
こ
の
峠
を
通
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
一
里
塚
や
、
追
分
道
標
な
ど
が
残

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

支
部
長
よ
り
お
知
ら
せ

�

　

桐
生�

恒
治

１�

．
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
修
復
募
金
経
過
報
告

　

昨
年
12
月
「
２
０
２
０�

写
真
で
み
る
高
頭
祭

の
あ
ゆ
み
」
を
刊
行
し
ま
し
た
が
、
弥
彦
山
大
平

園
地
に
座
位
す
る
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
碑
の
経
年

劣
化
で
亀
裂
や
剥
離
が
激
し
く
、
寿
像
碑
修
復
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
募
金
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
５
月
21
日
現
在
ま
で
の
寄
付
金
額
は
、

１
４
３
万
３
千
円
に
達
し
目
標
額
１
０
０
万
円
を

大
き
く
上
回
り
、
ご
厚
志
を
い
た
だ
い
た
支
部
会

員
、
本
部
や
全
国
各
支
部
関
係
者
、
関
係
諸
団
体

な
ど
の
方
々
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
寄

付
金
使
用
用
途
は
、
本
体
修
復
工
事
の
他
に
寿
像

碑
設
置
場
所
の
周
辺
整
備
や
芝
生
緑
地
復
旧
と
案

内
看
板
新
設
等
の
追
加
工
事
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
す
で
に
地
主
で
あ
る
弥
彦
神
社
へ
の
工
事

届
や
、
国
定
公
園
管
理
者
で
あ
る
新
潟
県
の
関
連

部
門
に
も
申
請
書
を
提
出
し
許
可
を
得
て
お
り
、

現
地
施
工
を
、
過
去
に
一
連
の
工
事
担
当
し
て
い

る
弥
彦
村
大
門
建
設
（
株
）
に
依
頼
し
ま
し
た
。

今
年
７
月
25
日
の
第
64
回
高
頭
祭
は
、
修
復
竣
工

記
念
を
兼
ね
て
開
催
す
る
予
定
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
寿
像
碑
や
緑
地
整
備
さ
れ
た
大
平
園
地
の

景
観
な
ど
を
、
多
く
の
方
々
に
訪
れ
て
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
高
頭
仁
兵
衛
翁

が
、
明
治
時
代
の
半
ば
の
少
年
期
に
弥
彦
山
登
山

で
感
化
を
受
け
、
登
山
文
化
と
探
検
的
登
山
を
実

践
す
る
た
め
日
本
山
岳
会
を
創
設
し
た
偉
業
と
そ

の
功
績
を
、
広
く
全
国
へ
情
報
発
信
す
る
継
承
と

し
て
、
今
後
も
大
切
に
保
存
活
動
に
努
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２�

．
日
本
山
岳
会
支
部
事
業
委
員
会
２
０
２
１
年

度
特
別
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

越
後
支
部
よ
り
申
請
し
て
い
た
「
越
後
Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｈ
育
成
３
ヶ
年
計
画
（
２
年
目
）」
の
事
業
が
、

３
月
21
日
の
本
部
審
査
会
で
補
助
金
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
支
給
額
は
10
万
円
で
、
主
に
Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ
メ
ン
バ
ー
育
成
や
新
入
会
員
勧
誘
加
入
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
未
来
の
子
ど
も
達
に
向
け
た
登

山
教
室
な
ど
の
事
業
資
金
と
し
て
活
用
す
る
予
定

で
す
。

３�

．
一
般
財
団
法
人
新
潟
県
職
員
互
助
会
令
和
３

年
度
公
益
事
業
（
地
域
振
興
助
成
）
助
成
に
つ

い
て

　

越
後
支
部
が
申
請
し
て
い
た
「
弥
彦
・
国
上
エ

リ
ア
の
持
続
可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
事
業
が
、
５
月
18
日
に
採
択
さ
れ
た
と

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。助
成
額
は
１
０
０
万
円
で
、

弥
彦
山
及
び
国
上
山
の
周
辺
整
備
作
業
、
環
境
保

全
啓
発
資
料
作
成
等
を
含
め
た
事
業
経
費
と
す
る

予
定
で
す
。
三
条
地
域
振
興
局
と
の
共
催
事
業
で

あ
り
、
県
央
広
域
団
体
と
も
連
携
し
て
進
め
る
予

定
で
す
。
越
後
支
部
の
取
り
組
み
体
制
は
、
小
山

副
支
部
長
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
全
体
計
画
を
ま
と

め
て
活
動
し
て
行
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
会
員
に
な
っ
て

�

伊
藤�

香
代
子

　

今
年
、
縁
あ
っ
て
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
と
山
の
出
会
い
は
、
20
代
後
半
に
職
場
の
先
輩

か
ら
連
れ
て
行
っ
て
貰
っ
た
白
馬
岳
で
し
た
。
そ

の
後
は
山
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
魚
沼
の
山
々

を
歩
き
始
め
ま
し
た
。
地
元
の
山
岳
会
に
入
会
し

ま
し
た
が
、
御
世
話
に
な
っ
た
方
々
が
山
か
ら
離

れ
始
め
て
い
た
頃
、
生
活
習
慣
に
な
っ
て
い
る
城

山
で
根
津
さ
ん
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

越
後
支
部
の
皆
さ
ん
と
の
個
人
山
行
に
誘
っ
て

頂
き
、
経
験
豊
富
で
知
識
の
有
る
皆
さ
ん
と
の
山

行
き
は
安
心
感
が
あ
り
、
居
心
地
良
く
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

山
頂
に
立
っ
て
達
成
感
で
満
足
し
て
い
た
私
で

す
が
、
知
識
の
無
さ
を
痛
感
し
多
く
の
事
を
学
び

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
年
を
重
ね
る
毎
に
体
力

の
衰
え
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
何
時
ま
で
も
自
然

に
浸
り
な
が
ら
山
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

松
野　

敬

　

み
な
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
は
、
歴

史
あ
る
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
に
加
入
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
佐
渡
島
在
住
で
す
が
、
実
は
出
身

が
佐
渡
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
生
ま
れ
の
東
京

育
ち
な
の
で
す
が
、
縁
あ
っ
て
、
8
年
程
前
に
佐

渡
へ
引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。
移
り
住
ん
で
か
ら

の
数
年
は
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
佐
渡
に
来
た
の
だ
か

ら
、
そ
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
た
い
と
は
、
常
日

頃
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
、
初
め

て
金
北
山
を
登
り
、
登
山
の
素
晴
ら
し
さ
、
楽
し

さ
に
取
り
憑
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
度
々
佐
渡
の
山
々
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
い

ず
れ
島
外
の
山
に
も
登
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
移
住
者
で
す
の
で
、

県
内
に
ほ
と
ん
ど
知
り
合
い
が
い
な
く
、
山
仲
間

を
増
や
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
、
入
会
の
き
っ
か

け
で
す
。
あ
い
に
く
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
す
ぐ
に

あ
ち
こ
ち
出
歩
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
難
局
が
落
ち
着
い
た
暁
に
は
、
ぜ
ひ
越
後
支
部

の
み
な
さ
ま
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
に
ぶ
ん
初
心
者
で
す
が
、

ぜ
ひ
お
声
掛
け
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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●
支
部
会
員
動
向
（
２
０
２
０
年
12
月
12
日
以
降
）

・
退
会
者

　

山
口　

寿
證
（
５
８
３
６
）�

１
月
20
日

　

白
島　

達
彦
（
１
４
４
１
４
）�

1
月
31
日

　

髙
橋　

初
代
（
１
４
８
５
６
）�

３
月
31
日

　

井
上　

隆
夫
（
７
９
８
６
）�

３
月
31
日

　

小
林　

重
弘
（
１
２
２
５
３
）�

３
月
31
日

　

髙
橋　

正
英
（
１
２
２
５
７
）�

３
月
31
日

・
新
入
会
員

　

松
野　
　

敬
（
１
６
７
２
３
）��

4
月
20
日

　

江
口　
　

健
（
１
６
７
３
６
）��

4
月
20
日

・
準
会
員

　

伊
藤
香
代
子
（
Ａ
０
３
２
）�

�

2
月
20
日

●
支
部
会
員
総
数
（
２
０
２
１
年
５
月
18
日
現
在
）

　

１
７
１
名

新
広
報
委
員
長
よ
り

�

佐
藤�

高
晴

　

佐
久
間
雅
義
前
委
員
長
か
ら
、
支
部
報
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

号
は
、
前
広
報
委
員
会
で
編
集
し
て
く
だ
さ
り
、

次
号
か
ら
、
新
広
報
委
員
会
で
編
集
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
広
報
副
委
員
長
は
、
支
部
長
の
お
取
り
は

か
ら
い
で
、
今
ま
で
支
部
で
い
ろ
い
ろ
の
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
き
た
方
々
に
お
引
き
受
け
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
委
員
長
か
ら
は
女
性
陣
の
活
躍
の
場
が

な
か
っ
た
と
の
反
省
も
伺
い
ま
し
た
。
今
ま
で
あ

ま
り
支
部
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
も

し
、
広
報
委
員
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ど
う
ぞ

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
支
部
で
は
ワ
ク
チ

ン
普
及
を
基
に
、
今
年
度
か
ら
は
感
染
対
策
を
施

し
た
上
で
例
年
行
っ
て
い
た
活
動
を
徐
々
に
再
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
活
動
も

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
報
委
員
会
の
役
割
と

し
て
は
、
支
部
報
或
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
、
事
前
の
行
事
の
周
知
と
事
後
の
報
告
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
支
部
内
の
懇
親
と
安
全
登
山
・
自

然
保
護
な
ど
の
啓
蒙
活
動
を
行
う
こ
と
か
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
広
報
委
員
会
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
と
し
て
は
、
各
委
員
が
自
分
の
色
を

ど
こ
か
で
発
揮
し
て
、
共
同
し
て
こ
の
役
割
を
果

た
し
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
支
援
お
願
い
し
ま
す
。

　

訂
正

　

第
30
号
の
2
頁
１
段
目
後
ろ
か
ら
２
行
目

　
　

誤
：【
陸
街
道
】
→　

正
：【
北
陸
街
道
】

編
集
後
記

　

委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
４
年
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
都
会
を
避
け
、〝
山
に
は
コ
ロ
ナ

は
居
な
い
〟
と
島
巡
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

佐
渡
へ
は
昨
年
来
通
い
、
２
１
０
㎞
の
外
周
サ
イ

ク
リ
ン
グ
も
走
り
ま
し
た
。
島
に
は
島
の
文
化
が

あ
り
、
そ
の
独
自
性
が
個
性
に
な
っ
て
居
ま
す
。

今
後
の
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
越
後
ら
し
さ
の
個

性
を
発
揮
出
来
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
し
て
参
り

ま
す
。

　

広
報
の
仕
事
を
助
け
て
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
越
後
山
岳
古
道
踏
査
で
お
目
に
か

か
り
ま
し
ょ
う
。�

（
佐
久
間�

雅
義
）　　

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
３
・
４
年
度
支
部
役
員
体
制
に
つ
い
て

　

５
月
22
日
支
部
総
会
に
て
、
次
の
新
役
員
が
決
定
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長�

　

桐　

生　

恒　

治
（
再
・
見
附
市
）　　

副
支
部
長
・
事
業
委
員
長
兼
務�

小　

山　

一　

夫
（
再
・
新
潟
市
）　　

副
支
部
長
・
山
岳
古
道
Ｐ
Ｊ
Ｔ
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー�

後　

藤　

正　

弘
（
再
・
上
越
市
）　　

事
務
局
長
・
総
務
委
員
長
兼
務�

小　

泉　

良　

夫
（
再
・
新
潟
市
）　　

理　
　

事
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
長�

玉　

木　

大
二
朗
（
再
・
新
潟
市
）　　

理　
　

事
・
山
行
委
員
長�

渡　

辺　
　
　

茂
（
新
・
新
潟
市
）　　

理　
　

事
・
広
報
委
員
長�

佐　

藤　

高　

晴
（
新
・
新
潟
市
）　　

理　
　

事
・
自
然
保
護
委
員
長�

靏　

本　

修　

一
（
再
・
糸
魚
川
市
）　

理　
　

事
・
県
山
協
委
員
長
兼
山
岳
古
道
Ｐ
Ｊ
Ｔ
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー�

松　

井　

潤　

次
（
再
・
小
千
谷
市
）　

理　
　

事
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
副
委
員
長�

成　

海　
　
　

修
（
再
・
新
潟
市
）　　

理　
　

事
・
事
業
副
委
員
長�
佐　

藤　

レ
イ
子
（
再
・
新
潟
市
）　　

理　
　

事
・
事
業
副
委
員
長�
立　

入　
　
　

清
（
再
・
上
越
市
）　　

理　
　

事
・
事
業
副
委
員
長�

井　
　
　

春　

文
（
再
・
南
魚
沼
市
）　

理　
　

事
・
事
業
副
委
員
長�

五
十
嵐　

恵
美
子
（
新
・
喜
多
方
市
）　

理　
　

事
・
山
行
副
委
員
長�

廣　

井　

博　

行
（
新
・
柏
崎
市
）　　

理　
　

事
・
山
行
副
委
員
長�

佐　

竹　

信　

幸
（
再
・
会
津
若
松
市
）

理　
　

事
・
広
報
副
委
員
長�

多　

田　

政　

雄
（
再
・
新
潟
市
）　　

理　
　

事
・
広
報
副
委
員
長�

春　

日　

良　

樹
（
新
・
妙
高
市
）　　

理　
　

事
・
広
報
副
委
員
長�

諏　

訪　

恵　

一
（
再
・
長
岡
市
）　　

理　
　

事
・
広
報
副
委
員
長�

石　

山　

政　

雄
（
再
・
胎
内
市
）　　

理　
　

事
・
自
然
保
護
副
委
員
長�

小
野
寺　

昭　

彦
（
新
・
長
岡
市
）　　

理　
　

事
・
山
岳
古
道
Ｐ
Ｊ
Ｔ�

佐
久
間　

雅　

義
（
再
・
新
発
田
市
）　

監　
　

事　
　

�

佐　

藤　
　
　

博
（
再
・
新
潟
市
）　　

監　
　

事　
　
　
　
　

�

井　

口　

光　

利
（
再
・
見
附
市
）　　

顧　
　

問　
　
　
　
　

�

遠
藤
家
之
進
正
和
（
再
・
新
潟
市
）　　

顧　
　

問　
　
　
　
　
　

�

阿　

部　

信　

一
（
再
・
新
潟
市
）　　

　

専
門
委
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
依
頼
中
で
す
。

　

今
回
の
改
選
で
退
任
さ
れ
た
理
事
は
、
鈴
木
勝
利
様
、
遠
山
實
様
、
森
沢
堅
次
様
で
す
。
長
い
間
支

部
業
務
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




